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三
月
二
十
四
日
、
廃
校
と
な

っ
た
平
山
小
学
校
で
結
婚
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
婚
式
を
挙
げ
た
の
は
、
門

田
隆
稔
さ
ん
（
土
佐
山
田
町
曽

我
部
川
出
身
）、
鹿
取
由
紀
子

さ
ん
（
香
北
町
清
爪
出
身
）
の

お
二
人
。
隆
稔
さ
ん
の
「
母
校

の
平
山
小
で
結
婚
式

を
あ
げ
た
い
」
と
い

う
思
い
に
、
地
域
の

人
々
が
協
力
し
て
行

わ
れ
た
式
で
は
、
新

郎
が
人
力
車
に
乗
っ

た
新
婦
を
伴
っ
て
入

場
。
校
舎
の
中
で
神

事
が
執
り
行
わ
れ
、

親
族
や
友
人
、
た
く

さ
ん
の
地
域
の
人
々

の
前
で
、
二
人
は
結

婚
の
誓
い
を
立
て
ま

し
た
。

　
「
地
域
の
方
が
い

ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
み
ん
な
が

喜
ん
で
く
れ
て
、
私
た
ち
も
す

ご
く
嬉
し
い
」
と
二
人
と
も
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
夏
か
ら
宿
泊
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
る
同
校
。
懐
か
し
い
古

里
の
校
舎
で
新
し
い
門
出
を
迎

え
た
二
人
に
地
域
の
人
々
か
ら

祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
知
県
、
高
知
工
科
大
学
、

物
部
川
流
域
ふ
る
さ
と
交
流
推

進
協
議
会
（
会
長
＝
門
　
槇
夫

市
長
）
が
主
催
し
、
物
部
川
流

域
の
諸
団
体
の
連
携
と
県
内
主

要
河
川
間
の
交
流
、
流
域
圏
意

識
の
醸
成
を
目
的
に
、
三
月
二

十
一
日
に
高
知
工
科
大
学
で
物

部
川
を
め
ぐ
る
各
団
体
の
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
環
境
学
習
に
取

り
組
む
楠
目
小
四
年
生
が
班
ご

と
に
テ
ー
マ
を
も
っ
て
取
り
組

ん
だ
学
習
の
成
果
を
発

表
。
小
学
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
と
ら
え
た
「
環

境
学
習
」
に
大
人
た
ち

も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
二
会
場
に

分
か
れ
て
、
各
団
体
の

活
動
発
表
が
行
わ
れ
、

物
部
川
に
関
す
る
取
り

組
み
に
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
も
祝
福

　
　
　
思
い
出
の
母
校
で
結
婚
式

第
２
回
　
物
部
川
流
域

　
　
こ
ん
な
ん
や
り
ゆ
う
発
表
会

　
香
美
市
に
二
つ
あ
る
青
年
団
、
「
香
北
町
青
年

団
」
「
土
佐
山
田
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

や
い
ろ
」
が
合
同
で
、
三
月
十
八
日
に
物
部
川
山

田
堰
付
近
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
土
佐
山
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
香

美
警
察
署
か
ら
も
応
援
が
駆
け
つ
け
、
総
勢
三
十

人
程
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
山
田
堰
か
ら
町
田

堰
付
近
へ
と
歩
き
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
っ
た

結
果
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し

た
。
物
部
川
が
き
れ
い
に
な
り
、
活
動
を
通
じ
て

各
団
体
が
お
互
い
に
交
流
を
深
め
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
二
つ
の
青
年
団
は
今
後
も
こ
の

清
掃
活
動
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青年団合同企画
　  物部川クリーンアップ

人力車とともに登場した新郎新婦

集まったごみを前に

蜻
楠
目
小
児
童
が
学
習
の
成
果
を
発
表
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地
域
で
自
主
的
に
花
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
や
う
る
お
い
の
あ
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
住
民

や
団
体
に
贈
ら
れ
る
県
の
『
地

域
花
づ
く
り
奨
励
賞
』
に
香
美

市
か
ら
次
の
グ
ル
ー
プ
等
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

◆
山
岡
泰
子
さ
ん
、
武
内
恵
子

さ
ん
、
池
内
幸
さ
ん
（
土
佐
山

田
町
北
組
西
ほ
か
）

　
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
を
契
機

に
始
ま
っ
た
花
づ
く
り
は
、
私

財
で
プ
ラ
ン
タ
ー
の
買
い
替
え

や
苗
代
、
肥
料
代
を
ま
か
な
い
、

地
域
内
に
あ
る
老
人
介
護
施
設

の
通
り
沿
い
に
、
約
一
二
〇
㍍

並
べ
ら
れ
た
四
季
の
花
は
、
施

設
利
用
者
や
道
行
く
人
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◆
平
山
地
区
振
興
協
議
会

　
地
元
住
民
が
、
休
場
ダ
ム
建

設
の
補
償
金
を
使
っ
て
植
え
始

め
た
桜
は
今
で
は
市
内
で
も
有

数
の
桜
の
名
所
と
な
り
、
ま

た
、
平
山
親
水
公
園
に
彼
岸
花

や
シ
バ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
植
え
る

な
ど
、
ダ
ム
周
辺
を
四
季
折
々

の
花
が
楽
し
め
る
空
間
と
し
て

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

◆
紫
翠
園
（
物
部
町
庄
谷
相
）

　
公
文
寛
伸
さ
ん
が
、
自
宅
周

辺
の
畑
に
花
を
植
え
始
め
、
そ

の
後
も
所
有
す
る
山
林
を
切
り

開
い
て
多
く
の
花
木
を
植
え
、

一
年
中
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
「
山
の
中
の
お
花
畑
」
を

整
備
し
ま
し
た
。
口
コ
ミ
で
広

が
っ
た
紫
翠
園
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
花
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
汚
れ
た
歩
道
橋
を
キ
レ
イ

に
し
よ
う
」
と
楠
目
小
の
児
童

が
、
通
学
路
に
あ
る
学
校
近
く

の
二
つ
の
歩
道
橋
と
そ
の
周
辺

を
掃
除
し
ま
し
た
。

　
掃
除
は
、
同
校
各
学
年
の
代

表
者
で
組
織
す
る
委
員
会
で
児

童
自
ら
が
発
案
し
た
も
の
で
、

六
年
生
の
芳
川
光
佑
く
ん
と
小

松
詩
織
莉
さ
ん
ら
が
中
心
と
な

っ
て
二
十
五
人
の
そ
う
じ
隊
を

結
成
し
、
三
月
二
十
四
日
と
二

十
六
日
に
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
「
四
月
に
入
っ

て
く
る
新
入
生
に
も
気
持
ち
良

く
登
校
し
て
も
ら
え
る
」
と
キ

レ
イ
に
な
っ
た
歩
道
橋
を
見
て

よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
花
づ
く
り
奨
励
賞
を
受
賞

楠
目
小
児
童
が

通
学
路
の
歩
道
橋
を
掃
除

　
三
月
二
十
四
日
、
物
部
町
の

西
熊
光
石
で
合
併
記
念
事
業
の

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
植
樹

祭
が
行
わ
れ
、
約
六
十
人
の
参

加
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
力
を
合
わ

せ
、
五
百
本
の
桜
の
苗
木
を
植

え
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
と
雨
の
中

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
ら
は
「
早
く
咲
い
た
と
こ

ろ
が
見
た
い
ね
ぇ
」
と
笑
顔

で
、
一
本
一
本
倒
れ
な
い
よ
う

に
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
ま
し

た
。

合
併
記
念
事
業

　
植
樹
祭
を
開
催

大
宮
小
学
校

　
新
校
舎
が
完
成

　
南
海
地
震
に
備
え
た
耐
震
化

の
た
め
新
校
舎
が
建
築
さ
れ
た

大
宮
小
で
、
一
期
工
事
の
完
成

を
記
念
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
三

月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
市
長
と

教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
卒

業
し
た
旧
六
年
生
も
見
守
る
中
、

関
係
者
の
ほ
か
新
六
年
生
と
な

る
児
童
代
表
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

　
高
知
県
産
材
を
多
く
使
っ
た

木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
新

校
舎
で
は
、
四
月
の
新
学
期
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

左から武内さん、山岡さん、池内さん

雨の中で作業となった植樹

歩道橋周辺を掃除する児童

テープカットで完成を祝い


